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空間は L* a* b*の3つの値からなる。このうち L*（0－100）
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Adobeは、独自の ACE（Adobe Color Engine）を使ってア
プリケーションレベルでプロファイル変換を実現してい
た。Microsoftは ICM（Image Color Management）という
カラーエンジンを持っていたが、Windows Vistaからは












































英語 日本語（Adobe / Windows）
Relative Colorimetric 相対的な色域を維持 /
相対カラーメトリック
Absolute Colorimetric 絶対的な色域を維持 /
絶対カラーメトリック
Perceptual 知覚的 / 知覚的
Saturation 彩度 / ビジネスグラフィック

















度よく読み取るため、画像は 16 ビット /チャンネルとし




●Adobe RGB → sRGB

























Adobe RGBから CMYKへの変換の例。変換前後の色はそれぞれ Labモー
ドの画像から読み取った。






/* Lab_color.jsx (for CS3 and later) */ 
app.preferences.rulerUnits = Units.PIXELS; 
var doc = app.activeDocument; 
doc.colorSamplers.removeAll(); 
var sampler = doc.colorSamplers.add([0, 0]); 
var data = ''; 
for (var i=0; i<doc.width; i++) { 
sampler.move([i, 0]); 
data += sampler.color.lab.l + '¥t'  
+ sampler.color.lab.a + '¥t'  
+ sampler.color.lab.b + '¥n'; 
} 
var fp = new File('~/desktop/lab_colors.txt');





表 3　Adobe RGB → sRGB 変換
黒点の補正を使用 黒点の補正なし
相対的 図 4 （図 4と同じ）
絶対的 （図 4と同じ） （図 4と同じ）
知覚的 （図 4と同じ） （図 4と同じ）
彩度 （図 4と同じ） （図 4と同じ）
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かわらず、つねに「相対的」を使うことになっているよ
うである。
●Adobe RGB → CMYK
つぎに Adobe RGBから CMYKへのプロファイル変換
を考える。CMYKのプロファイルとしては、日本の印刷


































表 4　RGB → CMYK変換
黒点の補正を使用 黒点の補正なし
相対的 図 5 図 6
絶対的 選択不可 図 7
知覚的 図 8 （図 8と同じ）
彩度 図 9 （図 9と同じ）













































図 11 は、グレイスケールの色の変化を、明度 L* の代



































書 40 号 6 では、この絶対的な色を用いて黒点の補正の意












6. BULLETIN Vol.62  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
レートすることができる。このように、「絶対的」は印刷
物のプルーフに使うためのインテントであろう。じっさ
い、2002 年ごろの Adobe製品の ACEでは、CMYK画像
を「絶対的」インテントを使って RGBにプロファイル変

















































































 = -30 の色（青緑系）の明度変化を Y で表したもの。
図 16　彩度の変化
明度が L* = 60 の色（青緑系から赤紫系へのグラデーション）の彩度変化
を a* で表したもの。「知覚的」では変化が滑らかになる（折れ曲がらない）
が、彩度が下がる（a* の絶対値が小さくなる）ことがわかる。
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１　International Color Consortium Specification ICC.1:2004-10
（Profile version 4.2.0.0）, 2004:  http://www.color.org/icc1v42.pdf
２　A Standard Default Color Space for the Internet: sRGB,  M. 
Stokes, M. Anderson, S. Chandrasekar, and R. Motta, 1996:  http://
www.color.org/srgb.xalter




つぎのサイトがたいへん参考になる： Bruce Lindbloom's Web 
Site, 2001-2017:  http://www.brucelindbloom.com/
５　Lab色空間の L* 値（明度）から XYZ色空間の Y 値（輝度）
への変換は、つぎの 3次関数（L* が小さいところでは 1次関
数）で行うことができる。
 　　　Y = ［（L*+16）/116］3 （L* ≥ 8 のとき）
 　　　Y =（3/29）3 L*  （L* < 8 のとき）
６　Black-point compensation: theory and application（ ICC White 
Paper 40）, 2010:  http://www.color.org/WP40-Black_Point_
Compensation_2010-07-27.pdf

